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アプリケーションレポート No.CDA-SCJ 11002 

CDA-1000 古細菌（アーキア）の明暗環境培養 

作成：2011 年 08 月 1/2

１．はじめに ３．測定結果 

1) 解析条件 

L.ディスクリ ：0.847μm 

U.ディスクリ ：4.972μm 

分布表示 ：体積基準 

個数基準よりも分布の変化がわかりやすい

ため体積基準とした。 

2) 結果 

(1)粒度分布の変化 

図 1に各明暗環境下の分布を示す。 

高度好塩菌（H.salinarum）は「光合成系」を有し、

バクテリオロドプシンと呼ばれる膜タンパク質で

構成されていることが知られている。バクテリオロ

ドプシンは視覚に関わるロドプシンと類似してい

るが、ロドプシンが光の明暗を検知するのに使われ

るのに対して、バクテリオロドプシンは光駆動プロ

トンポンプとして働いており、高度好塩菌の生育・

増殖に関与している。 

また、明暗周期培養によって同調することも知られ

ている 
CSV 形式で保存した頻度テーブルを Excel で

処理した。 

図 1-1 暗（24 時間） (体積基準) 

 
図 1-2 明（24 時間） (体積基準) 

図 1-3 暗明（12 時間） (体積基準) 

 

ここでは、明暗環境が高度好塩菌の培養に与える影

響が、CDA 測定データへどのように反映されるかに

ついて検討した。 

 

２．検討内容 

1) 菌株 

Halobacterium salinarum (NBRC14715) 
培地：NBRC で指定されている No.255 培地 

菌液から新たな液体培地へ適量を添加して暗条

件下で十分に増殖するまで培養した後、新たな

培地に分注した。 

2)明暗環境 

次の三条件で実施 

1) 暗（24 時間） 

2) 明（24 時間） 

3) 暗（12 時間）明（12時間） 

3)その他条件 

・初期濃度 

10^6/mL 

・培養温度 

恒温槽 37℃（静置） 

・試験管 

撹拌の影響を避けるため、測定毎に使用する培

養液は独立した試験管とした。 

水分蒸発を避けるため、底に水を張って蓋を少

し開いたケースを使用した。 

・測定試料 

希釈液には10%NaCl溶液を用いて培養液を希

釈し、カウント数が 3000～10000 程度となる

ように、試料ごとに希釈倍率を調整した。希

釈後よく撹拌し速やかに測定した。 

・装置条件 

アパチャー ：25μm(E) 

X 軸    ：粒子径 

分析量   ：50μL 

校正 ：10%NaCl 溶液で校正 
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これまでに示した図は、分裂酵母(S.cerevisiae) の
測定例である。以下に、出芽酵母(S.pombe)の測定

例を示す。 
    

図 6 CDA-1000B     図 7 CDA-1000 

 
図 8 CDA-1000（重ね合わせグラフ） 

 
図 9 CDA-1000（トレンドグラフ） 

 
図 10 S.pombe 経時変化 

 
 
 
 

3) 顕微鏡観察 

培養液の写真を示す。（位相差 400 倍） 

 暗環境      明環境      明暗環境

 
0 日後（共通） 

   
4 日後 

   
8 日後 

   
14 日後 

 

３．考察 

明暗環境が高度好塩菌（H.salinarum）の生育・

増殖に与える影響について、濃度、大きさの変化

として捉える事ができた。明暗環境のみでなく、

さまざまな培養環境条件が与える影響を簡便に

捉える事が可能と考えられる。 

 

 

 

明暗環境条件に依存した生長・増殖状態の差異

が見て取れる。暗環境では生長が遅く 10 日後に

粒子径の大きな部分に明確な分布を認めた。明

環境では 4 日後に明らかな分布の変化が見られ

た。明暗環境では 2 日後から分布の変化が現れ

た。 

 (2)平均粒子径の変化 

図 2に平均粒子径のグラフを示す。 

 
図 2  平均粒子径グラフ (体積基準) 

明暗環境培養が最も早く上昇を示し、わずかに

遅れて明環境培養が上昇した。暗環境培養はな

だらかな立ち上がりでかなり遅れてピークを迎え

た。 

 (3)濃度変化 

図 3に濃度変化のグラフを示す。 

 
図 3  濃度変化グラフ 

平均粒子径と同じく明暗環境培養が最も早く上昇

を示し、わずかに遅れて明環境培養が上昇した。

暗環境培養はかなり遅れて立ち上がりを見せ

た。 
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